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春の川のほとりキャンプ2024年、2025年、2026年で見られた息子の成長 

 

 Ａ・Ａ（小6男子保護者 2026年 4月記す） 

アサヒキャンプに通うようになり4年が経ちました。低学年から通い出した息子もこの4月、

最高学年になりました。息子の小学生活はアサヒキャンプに支えられています。 

たくさんの思い出のなかでも、息子の成長のターニングポイントがいくつかあります。 

【2024年 3月】 

 小学3年生の「春の川のほとりキャンプ」の帰り、「僕もアサヒキャンプで最高な仲間を作りた

い。」と言いました。息子は人にあまり興味がなく、一人でいることを好むタイプ。そんな息子か

らの発言に驚きました。 

その説明会の時に親に対して「どのように普段子どもに接してますか？」など子どもへの関わり

方を深く考えるタイプのわさび（アサヒ活動年度：2021年～2024年）と、細かいところに気

をつかえキャンプを支える天ちゃん（アサヒ活動年度：2022年～2025年）、そんな二人の姿を

見て、また学生さん同士のやりとりを見て、息子が人との関わりに憧れた瞬間でした。 

それ以来、アサヒキャンプでの活動では、マイペースながらも友だちや学生さんと関わりを持と

うとしています。 

【2025年 3月】 

 小学4年生の「春の川のほとりキャンプ」のスタンツ大会で、息子は1人で歌を披露しまし

た。親としては衝撃でした。 

というのも、音楽に対して苦手意識があったからです。とても上手とは言えなかったですが、ト

ラム（アサヒ活動年度：2023年～2025年）は「みんなの前で一人で歌えるって言って、頑張

って歌ったんです。とても感動しました。」と嬉しそうに話してくれました。 

トラムの純粋な笑顔で息子を褒めてくれて、トラムの後押しがあったから、息子はアサヒキャン

プで苦手なことを挑戦したいと思い、勇気を出して挑戦できたこと、また息子にとってアサヒキャ

ンプが失敗しても大丈夫だと思える場所であったこと、今までの積み重ねが息子の成長へとつなが

った瞬間でした。 

トラムは、宿泊キャンプの時だけでなく、土曜日午前の楽習会で、息子のために、発表のマナー

を書いた「トラムの巻」を作ってくれました。視覚優位の息子には有難いです。それが引き継が

れ、今は「ヨッシーの巻」へアップデートされています。 

【2026年 3月】 



 小学5年生の最後に参加した今回の「春の川のほとりキャンプ」では、同学年男子で揃っていた

からか、１泊キャンプが終わって数日経った後でも、「バトミントンして遊んだよー」、「人狼で盛

り上がった。」など、お友だちとの触れ合いの話が多く、普段同学年との接触を避ける息子から他

のキャンパーたちの名前を聞けてとても新鮮でした。 

植物園の芝生広場でバトミントンをしたことを思い出して笑っている姿を見て、同世代での関わ

りの中で良い思い出が作れたことがとても有り難かったです。 

 これまでの宿泊キャンプの感想は、大学生のお兄さんお姉さんの話題や、ご飯が硬かった、かま

どの火加減が自分の思いと違って夕食は食べなかった、などの話をしていましたが、今回はご飯が

硬くても食べられたと聞いて、お友だちと楽しく作ったご飯はどんな硬さでも美味しいんだなと感

じました。 

また、ゼブラ（アサヒ活動年度：2023年～）が３月はじめの説明会の時に、息子が来ている服

装を見て、「寒がりですか？ それとも、包まれてる感覚が好きなんですか？」と聞いてくれて、

とても驚きました。息子は包まれてる感覚が好きで、だけど温度調節がうまく出来ないので、気を

つけてほしいと伝えることができ、ゼブラの気づきには感謝です。 

春の１泊キャンプの最後（2026年 3月 29日）に、バズ兄（アサヒ活動年度：2022年～

2025年）が挨拶に来てくれました。息子の初めてのキャンプが、大学一年生で入りたてのバズ兄

が担当だったこともあり、親子で、バズ兄と一緒にアサヒキャンプを過ごしてきたと特別な気持ち

があります。 

最後の挨拶で、バズ兄の前では本人は素っ気なかったのですが、後から聞くと、「人とのお別れ

がこんなに悲しいんだと思わなかった。悲しい時にどうやって表現したら良いかわからなかっ

た。」と言っていました。 

人に対してあまり興味がなく、学校でもいつも1人なので、アサヒキャンプで人との関わりを学

べ、また大好きな学生さんとのお別れをすることで、初めて人との別れが悲しいものだと実感でき

たのだなと思い、バズ兄は最後まで息子を成長させてくれるな〜と感謝の気持ちでいっぱいです。   

バズ兄は最後まで、「靴が履けなかったけど履けるようになったね。」など、息子のたくさんの成

長を褒めてくれました。 

バズ兄が（採用試験に合格して2026年 4月から）学校の先生になったことを知って息子も、

自分も目標に向かって頑張りたいって言ってくれました。学校でのトラブルも多く不安なことも多

いですが、息子から前向きな発言が聞けて、親としてとても嬉しいです。 

アサヒキャンプで、たくさんの思い出とたくさんの成長をさせてもらって、親子でとても感謝で

す。これからも、お世話になりますので、よろしくお願いいたします。 


